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１．山口市の概要

○山口市内の21の地域コミュニティ

「協働による安心と個性の

21地域づくり」を推進

本市は、１０２３㎢の広大な市域を有する中、

長い歴史の中で積み重ねてきた行政、文化、教

育、商業、観光等の都市機能が集積する山口都

市核、新山口駅を始めとする広域的な交通結節

機能を有し、新たな人材や産業を創出する小郡

都市核、人口減少、超高齢社会が進展し、様々

な地域課題を抱える中山間地域という、「歴史

・文化都市、新産業都市、中山間」という日本

の縮図ともいえる都市構造となっています。

こうした中、市内２１地域において、「協働

による安心と個性の２１地域づくり」を進めて

います。

○山口県の中央に位置

★小郡都市核

★山口都市核

○中学校の所在地と学校規模

市立中学校が17校あり

広大な市域に県内でも

有数な大規模校から小

規模校までが点在
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２．令和６年度の市内学校部活動の現状について

■山口市立中学校（１７校）の部活動の現状

〇令和６年（R6.5.1時点）の部活動の加入者数は３，８７２人、加入率は８３．４％

項 目 全学年 １年 ２年 ３年

生徒数 4,644人 1,516人 1,614人 1,514人

3,872人 1,282人 1,331人 1,259人

運動部 2,866人 947人 966人 953人

文化部 1,006人 335人 365人 306人

83.4％ 84.6％ 82.5％ 83.2％

運動部 61.7％ 62.5％ 59.9％ 63.0％

文化部 21.7％ 22.1％ 22.6％ 20.2％

部活動加入者数

部活動加入率
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２．令和６年度の市内学校部活動の現状について
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〇部活動数は１８４部（運動部１４６部（うち臨時部２１部）、文化部３８部）



３．山口市の推進方針について

■推進方針の策定

山口市中学校部活動の地域クラブ活動への移行に関する推進
方針を策定

令和6年（2024年）
3月

１．方針策定の趣旨等

〇 少子化や学校の働き方改革など社会情勢が変化する中、学校部活動をこれまでと同様

の体制で運営することが難しくなっている

〇 学校によっては部活動の存続が厳しい状況

〇 国のガイドラインや県の方針を踏まえ、将来にわたって、生徒がスポーツ・文化芸術

活動に継続して親しむことができる機会を確保していくことが必要

２．基本的な方向性

〇 目指す姿

子どもたちの生涯を通じた運動習慣づくりや文化芸術等への愛好が促進され、生徒の

望ましいい成長を保障できるよう、すべての生徒が、さまざまなスポーツ・文化芸術

活動に親しめる環境を整えることを目指し、令和８年度から平日と休日の学校部活動

を地域クラブ活動へ移行させていくための取組を推進

〇 基本方針

・学校部活動の教育的意義の継承・発展

・持続可能な活動を維持できる体制の整備
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４．令和６年度からの体制及び取組について

■令和６年度からの体制について

〇 学校部活動の地域移行に向けて部局横断的に取組を進めていくために、４月に交流創造

部に「部活動地域移行推進室」を設置（教育委員会から事務を移管）

・人員体制

７人（室長、室員２、コーディネーター１、兼務２、併任１）

・配置図
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４．令和６年度からの体制及び取組について

■令和６年度からの取組について

〇 コーディネーターを中心とした市内１７中学校長へのヒアリング・意見交換（4～8月）

〇 小・中学校校長会、ＰＴＡ、スポーツ・文化芸術団体、地域団体等への説明・意見交換

（4～2月）

〇 小・中学校の児童・生徒や保護者、教職員を対象としたアンケートの実施（5～8月）

〇 市内２１地域の自治会連合会会長及び地域づくり協議会会長との意見交換（7～8月）

〇 地域移行に向けた課題や検討事項について、意見聴収や議論を行うことを目的に「山口

市中学校部活動地域移行推進協議会」を設置（10月）

・構成員：１６名

市スポーツ協会会長、山口文化協会会長、市中学校長会会長、市小学校長会会長、

市ＰＴＡ連合会会長、県中学校体育連盟会長、県中学校文化連盟会長 ほか

・R6.10.23 第１回山口市中学校部活動地域移行推進協議会を開催

・R6.11.25 第２回山口市中学校部活動地域移行推進協議会を開催

・R7.2.13 第３回山口市中学校部活動地域移行推進協議会を開催

〇 山口市部活動地域移行通信・第１号及び第２号を発行（7・12月）

随時、検討状況を児童・生徒や保護者、関係団体へ情報提供を行うとともに意見聴取
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５．これまでに決定した地域移行の方向性について

■ 地域移行の時期

令和８年度に３年生になる生徒が最後の大会まで部活動に取り組める環境を確保するた

め、移行時期は令和８年９月とします。また、団体競技等においてはチーム編成などに

支障が生じる可能性がありますことから、令和７年度及び８年度に入学する生徒も移行

開始時期までは、学校部活動で行われている活動機会を確保します。
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５．これまでに決定した地域移行の方向性について

■ 地域クラブの組織化

学校部活動で行われている活動機会を可能な限り確保するため、中学校区単位での組織

化を基本とし、地域特性や学校規模、既存部員数の状況を考慮して検討を進めます。
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５．これまでに決定した地域移行の方向性について

■ 地域クラブの運営本部・実施主体

地域クラブ全体を統括する「運営本部」及び実施主体となる「地域クラブ」は市が設置・

運営します。
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B中学校の生徒

A地域クラブ B地域クラブ

参加

指導者配置活動報告

A中学校区 B中学校区

運営事務局

A中学校の生徒

会費納入

教員
（兼職兼業） 大学生企業関係者 保護者 等地域

（地域体育団体・スポーツ推進員・地域団体）

スポーツ団体・
文化芸術団体

官公庁
（市職員等）

指導者として想定される方

〇指導者管理業務 (指導者募集・登録・管理、地域クラブへの配置、活動管理、報酬支払 ほか)

〇会員（中学生）管理業務 (会員登録・管理、会費徴収 ほか)

〇地域クラブ運営業務 (活動管理、保険加入 ほか)

運営本部(市が設置・運営）

指導者バンク

（指導希望者のデータ受付・管理）

報酬支払 指導者
募集

指導者
登録

運営事務局

会費納入 指導者配置活動報告

参加
参加できません（※）

実施主体
17地域クラブ
(市が設置・運営）

※生徒の通う中学校区に設置された地域クラブに、希望する競技・種目等が設置されていない場合は、移
動等の負担がかかることを了承のうえで、近隣の地域クラブへ参加できるものとします。



５．これまでに決定した地域移行の方向性について

■ 地域クラブ活動の競技・種目等

令和８年９月の移行初期においては、地域特性や学校規模、部員数、活動状況を考慮し

ながら、各中学校の既存部の競技・種目等を設置することを基本とします。

●●中学部活動 ●●地域クラブ活動

R8.9

既存部の競技・
種目等の設置を
基本に地域移行

※生徒の通う中学校区に設置された地域クラブに、希望する競技・種目等が設置されていない場合は、移動等
の負担がかかることを了承のうえで、近隣の地域クラブへ参加できるものとします。

■ 地域クラブの活動場所

現行の部活動と同様に、学校施設での活動を基本とします。

なお、校舎内の教室等を利用し活動するにあたり、セキュリティ対策を講じる必要があ

るなどの事情により、利用が難しい場合は、各中学校と個別に協議を行い調整すること

とします。
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６．これからの検討事項について

今後、以下の検討事項について、市中学校部活動地域移行推進協議を中心に議論を進め、

市としての方向性を決定し、令和７年度上半期までには、（仮称）地域クラブ運営ガイド

ラインを策定することとしています。

【検討事項】

〇 地域クラブの活動日数

〇 地域クラブの平日の活動時間

〇 指導者の報酬及び指導者区分

〇 教員や市職員等の兼職兼業の取扱い

〇 指導者の研修のあり方（研修内容・プログラム、研修の頻度等）

〇 指導者資格の取得に関する支援のあり方

〇 文化部の地域移行の方向性

〇 学校と地域クラブの連携のあり方

〇 地域クラブ活動での学校備品の使用のあり方

〇 会費の設定、困窮世帯の対応 ほか
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ご清聴ありがとうございました。

山口市ホームページに
部活動地域移行に関する情報を掲載

山口市
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地域スポーツクラブ活動体制整備事業 成果報告書 概要令和
6年度地域       活動  移行 向  実証事業

地域スポーツクラブ活動等の概要

萩市の課題、現状 地域移行関連 取組

運営体制図

〔人口減少等〕
・少子化による学級数の減少、部活動においても、団体競技が難しい現状。

〔受け皿の確保〕
・地域全体に地域クラブ活動の受け皿の創出が求められるが、高齢化から
受け入れ可能団体・人材 不足    。

〔移動の課題〕
・広域で島嶼部もあり、単 部活動 地域    移行      、
子ども達の多様なニーズを叶えていくことは難しい。（多様な活動機会）

〔地域移行進  上  課題〕
・本市の教職員に対し、地域クラブの指導者として関わっていただけるか
調査を実施。83％が関わることが難しいと回答。（指導者確保）

８４５ 人 全生徒数 １３ 校 中学校数 

３クラブ＋体験教室 
実施した
地域クラブ数 

１１ 部
域内の
部活動数

一般社団法人 絆スポーツクラブ萩
（今後 本市    運営団体   成⾧ 期待）

実証団体

陸上競技        軟式野球（その他 体験教室）実施種目

陸上 80名
ソフト 10名
野球 21名

参加生徒実数
陸上 ３回/週
ソフト ２回/週
野球 ３回/週 

平均的な
活動回数

萩東中学校
萩西中学校

主な活動場所
会費 36,000円/年 

3,000円/月
参加会費

〔地域移行 取組〕
・学校部活動の活動日を、平日週4日から週３日以内をとした。
・萩市内における、「陸上競技部」「ソフトボール」 休日 地域移行 実施。
・原則クラブ化した種目は学校部活動としての大会参加はなしとした。（陸上、ソフト）

・支援団体   青山学院大学、アスリートキャリアセンターと連携し、指導者研修会
を実施し、指導者確保の取組を実施。

・中学生の「やってみたい」に応えるため、地元大学（至誠館大学）と連携し活動
の企画  実施   一体    行 取組を実施。

〔萩市の今後の方向性〕
・単 部活動 地域    移行      、子ども達の多様なニーズ、多様な活動機会
を確保することが難しいことから、萩市全体で保護者、地域、様々な多世代の方を巻きこ
みながら開かれた活動（HAGI ☆ STAR PROGRAM）を地域展開していく。

山口県萩市
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